
山
中
裕
先
生
蕃
帯
・
議
文
目
録

大
丹
。
昭
和
五
十
六
年

黒
板
伸
夫
箸
吋
摂
関
時
代
史
論
集
』

七
月

十
月

小
口
雅
史
編

四
・
一
五

藤
原
道
長
の
実
像
と
農
像
!
古
記
録
と
懸
史
物
語
と
の
あ
い
だ

史
学
雑
誌
九
O
i
六

『
年
中
行
事
頃
の
文
芸
学
』
(
今
井
源
帯
弐
と
共
著
〉
(
山
中
裕
・
今

浮
文
井
、
源
衛
…
灘
、
弘
文
童
)

墜
史
物
語
i

栄
花
物
語
を
中
心
に

改年
中
行
事
と
日
本
の
社
会
・
風
岱

患
の
出
会
っ
た
一
掃
の
本
!
枕
草
子

吋
年
中
行
事
の
文
芸
学
恥
(
関
右
)

吋
年
中
行
事
の
文
芸
学
』
〈
問
右
)

関
東
学
段
大
学
通
信
一

O

十
一
男

十
二
月

月
不
照
明

{
奥
村
な
し
)

は
か
な
い
恋
日
記
の
女

宮
崎
日
日
新
開
(
四
日
)

平
安
時
代
研
究
の
諸
問
題
に
よ
せ
て

J
T
安
時
代
の
罪
史
と
文

学恥

(
山
中
裕
編
、
古
川
弘
文
館
)

序
i
平
安
朝
文
学
研
究
の
諸
問
題
に
よ
せ
て

J
T
安
時
代
の
肢
史
と
文

山
〔
子
恥

(
山
中
裕
編
、
官
民
弘
文
館
)

大
江
家
と
漢
文
学

ロ
u
本
壁
史
叢
香
月
報
一
一

伝
説
の
母
船
に
選
む
事
実

宮
崎
日
日
新
聞
〈

部
走
に
患
う
和
泉
式
部

宮
韓
日
日
薪
関
〈
認
日
)

道
長
と
娘
た
ち
(
壁
史
の
背
景
窃
平
安
時
代
〉

い

E
本恥

四

歴
史
の
背
景
〈
世
界
文
化
社
)

。
昭
和
五
十
七
年

二
月 月

日
代
宇
多
夫
議
l
道
真
登
用
の
寛
一
平
の
治
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歴
史
と
旅
九
i

松
村
博
問
著
『
栄
花
物
語
全
注
釈
』

昌
一
語
と
臨
文
学
五
九
i
二

年
中
行
事
の
発
生

短
歌
研
究
三
九
l
二

一
一
・
四
月
一
平
安
の
年
中
行
事
(
ニ
(
ニ
)
!
正
月
行
事
〈

文
学
会
々
報
九

O
、
九
一

四
月

六
月

七
丹

/九
月

、h剛.... 

;-、

一一、句e〆

書
記
録
類
の
多
数
の
引
用

今
鏡
全
釈
上
・

(
海
野
泰
男
箸
〉
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
〈
謡
武
書
底
)

花
山
罷

『
吉
本
発
見
恥
三
六
巡
礼
の
道
〈
暁
教
育
密
書
〉

向
田
章
藤
氏
の
御
逝
去
を
弾
む

風
谷
一
一
一
E
・g
・-
一

一
平
安
の
年
中
行
事

一〉

i
畠
水
の
宴
と
雛
祭

日
本
吉
典
文
学
会
々
報

九平
安
の
年
中
行
事

ー
端
午
の
節
会

日
本
古
典
文
学
会
々
報
九
三



九
月

十十
一
一
丹

の
風
俗
史
的
考
察
知
展
俗
二
一
ー
ー

安
和
の
偽
計
i
藤
原
実
頼

，七

改

月

国
史
学

/¥ 

固

改

和
泉
式
部
と
そ

朝
日
新
需

i

七
夕

々
報
九
四

の
北
同
門
早
口
小
2555io

一
久
市

歴
史
読
本
一

E七

七

。
昭
和
五
十
八
年

四
月 月

正
号

。四

月

生
活
文
化
と
し
て

五

月

最
近

を
中
心
と
し
て

古
代
文
化

五藤
原
道
長
と

雛
黙
と
曲
水
の
宴

カ
う

l
図
説

の
準
拠
論
に
つ
い
て

角
田
文
衛
博
士

平
安

-
豊
明
節
会

日
本
吉
典
丈

五
月

六
月

七
丹

学
会
々
報
九
六

井
上
光
貞
博
土

古
代
文
化

五
i

五

の
節
句

一
O
六

の
年
中
行
事
(
八
)

七
夕

。
七

七
弓
!
昭
和
五
十
九
年
七
丹

「
御
堂
関
自
記
ん
と
藤
原
道
長
の
人
物
諜

}¥、

月
九
月

十

記
録
文
書
議
月
報

自

五

の
年
中
行
事

i
濯
仏
会

の
(
長

丹

介
靖
子
化
の

農
業
信
用
保
証
保
険

。
九

丹

と
『
栄
花
物
語
い

出
書
刊
行
会
)

々
報
九
七

々
報
九
八

々
報
九
九
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上

(
坂
本
太
郎
博
土
填
寿
記
念
、

古
川
弘
文
館

。
昭
和
五
十
九
部

月

五

円

汀 月

平
安

の
宴

O 

月

小
林
先
生
の
患
い
出

吉
代
文
化
一
一
一
六
i

昭
和
に
お
け
る
、
源
氏
物
語
の

文
科
学
探
究
所
報
七

の
歴
史
観
と
批
暫
轄
神

古
文
研
究
シ
リ
ー
ズ

々
報
一

O

回



六
月

七
月

九
月

十

月

の
軌
跡
凶

日
本
歴
史
四
一
二
一

『
和
泉
式
部
い

海
野
泰
男
著
「

上
・
下
追
{難

複
刻
版
か
ね
さ
品
物
語
(
関
靖
著
)

々
報
一

O

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
国
書
記
行
会
)

「
栄
花
物
語
一
の

め
ぐ
っ
て

圭一山内子

大
野
晋
著

鼠
搭
一
一
…
一
一
??????25552

(
平
安
時
代
)

。
昭
和
六
十
年

丹

中
世
の

関
東
学
院
大
学
経
諸
研
究
所
年
報
八

四
丹

Ii. 
丹

六
月

源
氏
物
語
の
賜
姓
源
氏
と
摂
関
制
約

報

O 

/、、
O O 

正
丹
の

の
間
二
)

O 
四

良
俗
一

五
節
を
中
心
と
し
て

社
会
と
文
化
」
(
小
笠
原
長
和
編
、

角
田
丈
高
著

諮
問

橘
逸
勢
と
そ
の
時
え

正
月
の

か
な
日
記
の
関

吉
英
文
学
会

。五

四

の
日
本

七
月

九
弓

十
月

月

五
O
i
入

ー
栄
花
物
語
と
簡
堂
関
白
記

第

一
控
史
と
孫
一

栄
花
物
語
の盟
書
刊
行
会
)

正
月
の

間
っ
相
模

}¥ 

諮
歌
節
会
i

男
踏
歌
を
中
心
に

四

月

は
し
が
き

コ
宋
在
物
語

。
昭
和
六
十
一
年

四
月 月

藤
原
公
在

月

歴
史
と
私

議
氏
物
語
の
構
想
と
成
立
の
年
忙
に
つ
い
て

年
始
の

朝
糞

間

日
本
古
典
文
学
会

O 

つ
い
て

?
栄
花
物
語
研
究
いか

な
日
記
の

、ノし、
f
¥
一

/

ー
い
見
た
桔
模
と
六
浦

一
平
安
朝
に
お
け
る
通
過
儀
礼

有
精
堂
出
程
)
と

か
な
臼
記
の
関
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O 
七

全
注
釈

の
成
立
』

か
な
日
記
の

O 
九



十

月

十

月

和
泉
式
部
訴
究
の
一
端

『
伝
記
の
魅
力
』

文
館
)

震
史
的
意
義
l
上
行
寺
東
遺
跡
と
の
関
係
を
み
る
関

J¥. 

か
な
日
記
の
開

。
昭
和
六
十
二
年

月
六
月

七
月

九
月

十

月

言ま
月

和
様
書
道
完
或
に
到
る
文
化
史
的
背
景

談
、、』ー./

墨
六
回

子
安
時
代
(
中
世
)

加
能
史
料
会
報

の
白
山
信
仰
仰
と
そ
の
実
態

「
選
刊
朝
日
百
科
目
本
の
歴
史
』
臼

i
年
中
行
事
の
成
立

し
づF

朱
雀
天
皇
女
御
照
子
女
王

昌
子
内
親
王
、
円
融
天
皇
中
宮
藤
宗
嬉
子
藤
掠
遵
子

花
山

天
皇
女
御
藤
原
怯
子

『
壁
代
天
皇
・
歴
代
皇
后
』
(
坂
本
太
郎
監
移
、

研
秀
出
版
)

司
自
・
除
目
に
つ
い
て

か
な
日
記
の
間

日

略
悶
写
会
ど
に
つ
い
て
は

しE
Q 

。
昭
和
一
一

九
月

ぺ
国
史
文
献
解
説
』

書
官
)

つ山
内

i




